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編集者のことば
本号は都市研究所共同研究「大都市における環境と社会経済システムの再編に関する総合的研究」
(平成13年度---15年度)の分担課題「大都市における環境に関する研究」の研究成果を中心としたもの
である。
7本の論文のうちはじめの4本は審査付き論文である。
荒井ほか論文「都市ごみの広域処理に関する最適化分析一東京都多摩地域のケーススタディー」は都
市ごみの広域処理に着目し、ごみ輸送の効率性に関する検討を行うと共に、集約化された各区域内で選
択すべき処理シナリオの組み合わせに関する最適化分析を試みたものである。ごみ輸送の効率性に関し
ては、収集負担を地域全体で均等に負担する集約パターンが望ましいことが示されている。また、経済
性と環境性も考慮に入れ、埋め立て処分量の削減目標レベルを満たしながら、全体コストの最小化を実
現する処理システム組み合わせの最適化を行っている。
坪井論文「東京都特別区における水域変化と水辺環境整備事業の展開Jは、東京特別区の水域を対象
として、水辺の変遷過程とその要因を考察するとともに、各区で行われている水辺環境整備事業の現状
と課題を明らかにしたものである。舟運等利用のための水路網が発達していた東京では、戦後の産業構
造変化に伴って謹概用水路が不要となり、また、高度経済成長期には土地の効率的利用の名のもとに水
路の覆蓋化が進められた。近年、再びレクリエーションなどのための水辺整備や利用が行われているが、
今後の水辺環境整備事業には、快適環境創造ばかりでなく、防災・減災機能を考慮に入れた整備が必要
であることを指摘している。
巴山ほか論文「在宅高齢者の健康習慣と生命予後の関連」は、地域における在宅高齢者の健康習慣が
生命予後に及ぼす影響を検討することによって、高齢者のQOLや健康学習を考える際の基礎資料を得
ることを目的としている。自記式調査票によるベースライン調査と 2年後に実施した追跡調査の結果
の分析から以下の結論を導いている。男性では飲酒、運動、女性では喫煙が生命予後との関連のある健
康習慣であり、健康にとって好ましい健康習慣ほど死亡率の低下が示唆されるとしている。
安藤ほか論文「野川上流の真姿の池湧泉の水循環解析Jは、湧泉の減少や枯渇を防ぐための手段を検
討したものである。「名水百選Jに選ばれている真姿の池湧泉を対象として分布型水循環モデルを構築
し、このモデルを用いてこの泉の保全に関しては、雨水浸透析の設置が有効であることを示している。
つづく 3本は一般研究論文である。
木村論文「最近における地方交付税をめぐる論議の動向と今後の改革に向けた一つの視点Jは、「三
位一体の改革」のうち地方交付税制度に関する論議を通して地方税財政システムの再構築のための考え
方を示したものである。地方財政改善のためには歳出の削減ないし国民負担率の引き上げが考えられる
が、政府部門の役割のあり方の根本にさかのぼって地方交付税制度を含めた地方税財政システムの再構
築の議論が必要であることを指摘している。
車ほか論文「中国西部地域の地震応答特性に関する総合研究一西安地域の古建築物の動的応答特性そ
の2-Jは、歴史的価値を有する古建築物の保存や今後の都市防災のための基礎資料を得ることを目
的とした西安交通大学との共同研究の成果である。西安市内の6つの古建築物を対象に常時微動観測
などを行い、古建築物の地震応答特性と地盤構造について検討している。
堀江ほか論文「多基準分析の今日的意義と課題Jでは、多基準分析はさまざまな分野で適用可能な手
法であるが、特に環境問題への適用は非常に有効であることを示している。ついで、多基準分析の手順
を示すと共に最大の問題点がウェイティングシステムの恋意性であることを指摘している。そして、恋
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意性を克服するひとつの方法は、プロセスの透明性を高めることによって判断の責任の所在を明らかに
することであるとの考えを述べている。
残念ながら大都市の環境問題を課題とする共同研究は終了した。しかし、環境問題は21世紀の重要
なテーマである。したがって、この研究テーマが今後再び復活し、さらなる研究成果を生み出すことを
期待したい。
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